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１ 目的 

 千葉県内における産業廃棄物の排出・処理・処分の流れを整理・把握することを目的とし，既存の行政報

告データ（「産業廃棄物処理業者実績報告書」，「多量排出事業場処理計画実施状況報告書」及び「産業廃

棄物管理票交付等状況報告書」）を活用したシステムの構築作業及び解析を 2009 年度から実施してきた。 

ここでは，2014 から 2018 年度までの結果（2012-2016 年度実績）をとりまとめて報告する。 

 

２ 調査方法等 

２・１ 調査期間 

 2012 年度から 2016 年度実績（千葉市，船橋市，柏市のデータは 2012 年度以降のため） 

２・２ 調査地域 

 千葉県（千葉市，船橋市，柏市を含む） 

２・３ 調査方法 

 システムの構築及び年度ごとの結果については既報１）～４）のとおりであり，調査期間中の推移と傾向をま

とめた。システム構成の概略を図 1 に示す。本システムは報告書データの積み重ねによる実績値のみで結果

を算出しており，推計はしていない。一方，千葉県廃棄物処理計画策定に使用した値５)（以下「県調査値」

という）は，排出予測計算による推計であることから，実績値から算出している本システムから得られる値

（以下「本システム値」という）との比較を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 システム構成の概略 

 

３ 調査結果 

３・１ 排出量，処理・処分量の推移等 

 システム値による産業廃棄物の排出量，処理・処分量（再生利用量と最終処分量）の推移等は以下のとお

りであった。 

県外発生 県内発生

自己処理委託処理
県外搬出 県内搬出

① 処分業者の受託実績
（県内）

③ マニフェスト管理報告書
（県内）

② 多量排出事業者の実績
（県内）

千葉県内発生
産業廃棄物

収集運搬データを補完

①情報重複
①③情報重複

※県内：千葉市、船橋市、柏市含む。※県内；千葉市，船橋市，柏市含む。 



３・１・１ 排出量 

2013 年度以降，減少傾向で推移している。（図 2） また，排出量の多い業種（製造業，建設業，電

気・水道業及び農業，林業）の排出量は図 3 のとおりであり，業種により推移が異なる。2012 年度から

2013 年度に県調査値が減少したのに対し本システム値が微増となったのは，建設業と電気・水道業の排出

量が増加したことを反映している。 

 

 

３・１・２ 再生利用量及び再生利用率 

 再生利用量及び再生利用率とも 2012 年度以降，減少傾向となっている。（図 4） 

 これは，再生利用状況が悪化したのではなく，表 1に示すとおり再生利用量に占める割合が高い産業廃

棄物（特に，鉱さい・ばいじん・動物のふん尿）の排出量の減少に伴い全体の再生利用量及び再生利用率

が減少したことが影響している。 

 

  

図 4 2012～2016 年度の産業廃棄物再生利用量と再生利用率*の推移 

*再生利用率 = 再生利用量 ÷ 排出量 × 100 
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図 2 2012～2016 年度の産業廃棄物排出量の推移 

3,170 3,186 3,271
3,103

3,223

3,791

4,560

3,822

3,436

3,949

3,203

3,572
3,575

3,713
3,884

11,017 10,936

10,775

9,830

8,428

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

2012 2013 2014 2015 2016

農業、林業 建設業 電気・水道業 製造業

製
造
業
以
外
の
排
出
量(

千
ｔ)

製
造
業
の
排
出
量(

千
ｔ)

図 3 業種ごとの産業廃棄物排出量の推移 



表 1 再生利用量に占める割合が高い 5種類の産業廃棄物排出量の推移（本システム値） ［単位：千ｔ］ 

 

 

３・１・３ 最終処分量 

 最終処分量及び最終処分率とも本システム値は横ばいから増加傾向となっている。（図 5） 

 しかし，推計値である県調査値では，減少傾向にあり，本システム値とは異なる傾向となった。 

 

  

図 5 2012～2016 年度の産業廃棄物最終処分量と最終処分率*の推移 

*最終処分率 = 最終処分量 ÷ 排出量 × 100 

 

３・２ 県内総生産額あたりの排出量の推移 

景気変動と産業廃棄物の排出量の関係を知るため，排出量，県内総生産額６)および原単位（排出量を県内

総生産額で除したもの）の推移を調べた。2012 年度を基準にした結果を整理すると以下のとおりである。 

① 県内総生産額は 2012 年度以降，増加傾向で推移している。（図 6） 

② 全業種でみると産業廃棄物排出量は 2013 年度以降，減少傾向で推移している。（図 6） 

③ 全業種の排出量との推移が異なる建設業についてみると産業廃棄物排出量は 2013 年度増加，2014

～2015 年度が減少，2016 年度増加となっている。（図 7）  

④ 県内総生産額当たりの産業廃棄物排出量（図中では「原単位（廃棄物 t/100 万円 GDP）」）でみる

と，2012 年度以降，減少傾向で推移している。（図 7） 

⑤ 県内総生産額の増加と連動して産業廃棄物排出量が増加していない。 
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図 6 排出量および県内総生産額，排出量原単位の推移（全業種） 

  

図 7 排出量および県内総生産額，排出量原単位の推移（建設業と建設業以外） 
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